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おそらく有史以前から，自然現象を題材とした音楽の制作はおこなわれてきたと思われ，宇宙に関してもたとえばG・
ホルストの「惑星」をはじめとして人口に膾炙した作品も少なくない。これらは，作曲者の芸術性によって普通の音楽
作品と同等のクオリティを有するが，自然の対象をイメージした人間の創作であり直接自然現象が音楽を造っているわ
けではない。

それに対して，宇宙のデータになんらかの加工をほどこして音楽にする試みもおこなわれてきた。古くは惑星の軌道
を音階に対応させた J・ケプラーの「天球の音楽」があげられる（ただし，これは芸術目的というより自然科学の一貫で
あろう）。このようなこころみは近年の電子技術の発達によって急速に発展し，宇宙からくる電磁波などの自然の信号に
なんらかの変換をほどこして，音楽や映像の芸術にするという試みが盛んにおこなわれている。しかし，単純に自然現
象を変換規則を定義して音にしただけでは音楽性に欠け，単に「面白い自然科学のプレゼンテーション」に終わってし
まう危険がある。

本プロジェクトでは，オーロラを題材に，光学観測や磁場などの自然現象のデータに対して，音楽家が即興演奏で応
酬するという新しい試みを紹介する。ジャズなどの即興演奏を主体とした音楽ジャンルで活躍する演奏家であれば，リ
アルタイムのデータ変化に対して即時に反応して音楽性の高い演奏をすることが可能であり，「One and Only」のその場
かぎりの音楽を提供することができる。講演では，オーロラと即興演奏の音楽のコンセプトと，それを実現するための
手法について，現段階での計画を紹介する。
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